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夏
目
漱
石

『吾
輩
は
猫
で
あ
る
』
の
表
現
と
レ
ト
リ
ッ
ク

一
　

成
立
と
特
色

『吾
輩
は
猫
で
あ
る
』
は
、
『
ホ
ト
ト
ギ
ス
』
に
明
治
三
八
年

（
一
九
〇
五
）

一
月
か
ら
明
治
三

九
年
八
月
ま
で
十

一
回
に
わ
た

っ
て
掲
載
さ
れ
た
。

よ
く
知
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
高
浜
虚
子
の
勧
め
で
、
英
文
学
者
、
東
京
帝
大
講
師
、
夏
目
漱
石

が
正
岡
子
規
門
下
だ

っ
た
人
々
の
文
章
会

「山
会
」
に
出
し
た
創
作
が
好
評
で

「
ホ
ト
ト
ギ
ス
」

に
掲
載
さ
れ
た
の
が

「吾
輩
は
猫
で
あ
る
」
の
第

一
回
で
あ

っ
た
。
「山
会
」
は
、
子
規
が
文
章

に
は

「落
語
の
山
」
の
よ
う
な

「山
」
が
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
い
う
主
張
か
ら
始
め
ら
れ
た
も
の

で

「滑
稽
な
と
こ
ろ
に
重
き
を
置
く
」
傾
向
が
あ

っ
た
と
虚
子
は
回
顧
し
て
い
る

（「山
会
の
朗

一盟

『俳
句
の
五
十
年
し
。

「吾
輩
は
猫
で
あ
る
。
名
前
は
ま
だ
な

い
。」
と
語
り
出
す
、
棄
て
ら
れ
子
猫
が
語
る
人
間
社

会
、
猫
社
会
の
観
察
、
体
験
談
が
写
生
文
の
筆
致
で
滑
稽
に
描
か
れ
る
。
漱
石
自
身

「滑
稽
文
」

と
称
し
て
い
る

（八
）
。

最
初
、
漱
石
は
、
「山
会
」
に
出
し
た
文
章
の
題
名
を
決
め
て
い
ず
、
「猫
伝
」
と
し
よ
う
か
と

言

っ
て
い
た
が
、
虚
子
が
冒
頭
の

一
句
を
そ
の
ま
ま

「吾
輩
は
猫
で
あ
る
」
と
表
題
に
す
る
こ
と

を
提
案
し
、
こ
の
画
期
的
な
題
名
が
決
ま

っ
た
。
漱
石
は
単
行
本
中
編
自
序

（
一
九
〇
六
年
）
に

お
い
て

「猫
」
と
略
称
し
て
以
後

「猫
」
を
用
い
て
い
る
。
本
論
文
で
も
、
以
下
、
「猫
」
と
略

称
す
る
。

『猫
』
の
研
究
は
数
多
く
な
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
表
現
、
レ
ト
リ
ッ
ク
に
つ
い
て
精
細
な
研

究
は
見
当
た
ら
ぬ
よ
う
で
あ
る
。

田

直

漱
石
は

『猫
』
連
載
中
に
、
「倫
敦
塔
」
「カ
ー
ラ
イ
ル
博
物
館
」
（明
治
一一一八
年

一
月
）、
「幻
影

の
楯
Ｌ
四
月
）、
「琴
の
そ
ら
音
」
（五
月
）、
コ

夜
」
（九
月
）、
「産
露
行
」
２

一
月
）、
「趣
味
の
遺

伝
」
（明
治
一一元
年

一
月
）、
「坊
っ
ち
ゃ
ん
〓
四
月
）、
「草
枕
」
（九
月
）
を
執
筆
し
、
発
表
し
続
け
た
。

こ
れ
に
よ

っ
て
作
家
と
し
て
の
地
位
が
確
立
し
、
明
治
四
〇
年

（
一
九
〇
七
）
四
月
に
、
東
京
帝

国
大
学
講
師
、
第

一
高
等
学
校
教
授
の
教
職
を
辞
し
て
、
朝
日
新
聞
社
に
入
社
す
る
の
で
あ
る
。

『猫
』
は
語
り
手
の
猫
の
視
点
か
ら

「人
間
に
な
り
す
ま
し
て
」
飼
わ
れ
て
い
る
中
学
校
教
師

珍
野
苦
沙
弥
先
生
の
家
庭
を
中
心
に
美
学
者
迷
亭
、
秀
才
理
学
士
寒
月
ら
太
平
の
逸
民
た
ち
の
饒

舌
の
織
り
な
す
滑
稽
と
諷
刺
を
語

っ
て
い
く
写
生
文
で
あ
る
。
漱
石
自
身
は
作
中
で

「写
生
文
を

鼓
吹
す
る
吾
輩
」
（五
）
と
言
い
、
「主
人
が
滑
稽
文
の
材
料
に
な
る
の
も
」
（八
）
と
述
べ
て
い

Ｚθ
。本

稿
で
は
、
『猫
』
の
言
語
的
表
現
と
そ
の
レ
ト
リ

ッ
ク
に
つ
い
て
解
析
し
、
そ
の
特
色
を
明

ら
か
に
し
て
い
く
が
、
ま
ず
、
漱
石
の
笑
い
を
醸
し
出
す
要
素
と
な

っ
て
い
る
独
自
の
創
出
し
た

複
合
語
を
と
り
あ
げ
、
次
に
、
漱
石
の
饒
舌
を
感
じ
さ
せ
る
要
素
と
な

っ
て
い
る
列
挙
法
と
い
う

べ
き
表
現
法
に
つ
い
て
述
べ
る
。
最
後
に
、
漱
石
の
ユ
ー
モ
ア
、
ま
た
独
自
性
を
よ
く
示
す
も
の

と
し
て
、
比
喩
を
と
り
あ
げ
る
。
以
下
、
引
用
は

『漱
石
全
集
』
貧

九
九
六
年

四石
波
書
店
）
第

一
巻

［底
本
は
雑
誌

『
ホ
ト
ト
ギ
ス
Ｌ

に
よ
る
。
出
所
は
０
＝
第

一
回
、
国
＝
第
五
回
の
よ
う

に
示
す
。

一
一　
漱
石
創
案
の
複
合
語

『猫
』
を
読
ん
で
い
く
と
、
笑
い
を
醸
し
出
す
要
素
と
し
て
、
漱
石
が
創
り
出
し
た
複
合
語
が
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あ
ち
こ
ち
に
あ
る
こ
と
に
気
づ
く
。
従
来
、
指
摘
さ
れ
る
こ
と
の
な
か

っ
た
も
の
な
の
で
、
順

次
、
挙
げ
て
い
く
。

例
の
神
経
胃
弱
性
の
主
人
　
０

神
経
衰
弱
気
味
で
胃
弱
の
主
人
の
形
容
。

後
架
先
生
　
０

「後
架
」
（ト
イ
レ
）
で
、
謡
を
う
た
う
教
師
。

近
所
で
つ
け
た
渾
名
。

同
盟
敬
遠
主
義
の
的
に
な

っ
て
居
る
奴
だ
。
　

日

乱
暴
猫
で
教
育
の
な
い
車
屋
の
黒
と
は
近
所
の
猫
は
誰
も
申
し
合
わ
せ
た
よ
う
に
交
際
し
な

い
。

大
に
滑
稽
的
美
徳
を
挑
発
す
る
の
は
面
白

い
。
　

０

冗
談
を
真
に
受
け
る
人
が
多
い
の
は
滑
稽
で
あ
り
、
愉
快
で
あ
る
。

牡
蠣
的
主
人
　
国

牡
蠣
的
生
涯
　
国

「ど
ん
な
義
務
が
あ
る
の
で
す
か
」
と
牡
蠣
先
生
は
掛
念
の
体
に
見
え
る
。
　

国

「彼
は
性
の
悪

い
牡
蠣
の
如
く
書
斎
に
吸
ひ
付

い
て
、
嘗
て
外
界
に
向

つ
て
口
を
開
い
た
事

が
な
い
。
」
０
、
机
に
へ
ば
り

つ
い
て
い
る
教
師
、
学
者
の
形
容
に
牡
蠣
を
用
い
た
の
は
、

日
本
語
的
で
は
な
く
英
語
的
で
あ
る
。
漱
石
の
教
養
で
あ
る
。

漱
石
は

『哲
学
雑
誌
』
第
七
回
第
六
十
八
号

（明
治
二
五
年
十
月
）
の

「雑
録
」
欄
に
無
署
名
で

「文
壇
に
於
け
る
平
等
主
義
の
代
表
者

「
ウ
オ
ル
ト
、
ホ
イ

ッ
ト
マ
ン
」
く
姜

く
コ
一ヨ
営

の
詩
に

つ
い
て
」
を
寄
せ
て
い
る
。
（『全
集
』
第
十
三
巻
）、
漱
石
二
五
歳
、
そ
の
中
に
、
次
の

一
節
が
あ

ＺＯ
。

空

言

は

実

行

に

若

か

ず

＾^
〓
ｏ
て

ｇ

田

Ｌ

て

Ｃ

「
①
駕

鷺

鍵

ョ

①
コ
雰

Ｆ

♂

ぉ

”

８

「
一営

一

８

＆

■

家
庭
は
大
道
に
若
か
ず

一
家
に
恋
々
た
る
者
は
田
螺
の
わ
び
住
居
を
悦
ぶ
が
如
く
蝸
牛
の

宅
を
負
ふ
て
の
た
リ
ノ
ヽ
た
る
が
如
く
牡
蠣
の
口
堅
く
鎖
し
て
生
涯
蒼
海
を
知
ら
ざ
る
が

如
し
。

『猫
』
の
第
三
回
に
於
い
て
、
主
人
は

「牡
蠣
先
生
」
と
呼
ば
れ
、

生
涯
」
と
形
容
さ
れ
る
が
、
第
三
回
以
後
、
最
終
回
ま
で

「牡
蠣
的
」

い
。
第
三
回
か
ら
金
田
家
の
鼻
子
夫
人
や
落
雲
館
の
中
学
生
な
ど
外
界
と
の
交
渉
が
前
面
に
出
て

く
る
た
め
に

「牡
蠣
」
に
と
ど
ま

つ
て
お
れ
な
く
な
っ
た
た
め
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
第
三
回
か
ら

主
人
の
名
が

「苦
沙
弥
」
と
定
ま

っ
た
こ
と
も

「牡
蠣
先
生
」
が
消
え
た
理
由
か
と
考
え
ら
れ

ＺＯ
。三

毛
子
は
此
近
辺
で
有
名
な
美
貌
家
で
あ
る
。
　
０

吹
い
子
の
向
ふ
面
　
国

正
月
野
郎
　
０

乱
暴
猫
車
屋
の
黒
の
悪
態
の
こ
と
ば
。
江
戸
っ
子
の
の
の
し
り
語
。
「吹
い
子
の
向
ふ
面
」

は
家
計
が
青
息
吐
息
の
状
態
を
の
の
し
る
。
「正
月
野
郎
」
は
お
め
で
た
い
奴
。

首
総
り
の
力
学
と
云
ふ
脱
俗
超
凡
な
演
題
　
０

寒
月
君
の
理
学
協
会
で
の
演
説
の
題
に
つ
い
て
の
評
。
俗
世
間
を
離
れ
た
、
浮
世
離
れ
し

た
。

縄
暖
簾
の
先

へ
提
灯
玉
を
釣
し
た
様
な
景
色
　
同

空
也
餅
引
掛
所
　
０

寒
月
君
の
欠
け
た
前
歯
。
空
也
餅
が
そ
こ
に
く
っ
つ
く
。

永
く
前
歯
欠
成
を
名
乗
る
訳
で
も
な
い
で
せ
う
　
国

椎
茸
を
食
べ
て
前
歯
二
本
を
折

っ
た
寒
月
の
形
容
。
茶
化
し
た
名
乗
。

猿
智
慧
か
ら
割
り
出
し
た
術
数
と
、
天
来
の
滑
稽
趣
味
と
混
同
さ
れ
ち
や
、
コ
メ
デ
ー
の
神
様

も
活
眼
の
士
な
き
を
嘆
ぜ
ざ
る
を
得
ざ
る
訳
に
立
ち
至
り
ま
す
か
ら
な
。
　

国

迷
亭
が
自
分
の
法
螺
は
天
来
の
滑
稽
趣
味
か
ら
出
る
も
の
で
コ
メ
デ
ィ
に
か
な

っ
て
い
る
と

語
る
と
こ
ろ
。

極
楽
主
義
を
発
明
し
た
も
の
は
明
治
の
紳
士
で
、
極
楽
主
義
を
実
行
す
る
も
の
は
鈴
木
藤
十
郎

君
で
、
今
此
極
楽
主
義
で
困
却
し
つ
ゝ
あ
る
の
も
亦
鈴
木
藤
十
郎
君
で
あ
る
　
四

「苦
労
と
心
配
と
争
論
と
が
な
く
て
事
件
が
進
捗
す
れ
ば
人
生
の
目
的
は
極
楽
流
に
達
せ
ら

れ
る
の
で
あ
る
。
」
と
い
う
主
義
が

「極
楽
主
義
」
で
あ
る
。

三
角
主
義
の
張
本
金
田
君
の
令
嬢
阿
部
川
の
富
子
　
国

「義
理
を
か
く
、
人
情
を
か
く
、
恥
を
か
く
」
の

「
三
角
主
義
」
が
金
を
作
る
コ
ツ
だ
と
い

う
実
業
家
金
田
君
の
令
嬢
富
子
が
阿
部
川
餅
を
む
や
み
に
食
べ
る
こ
と
。

「牡
蠣
的
主
人
」
「牡
蠣
的

と
形
容
さ
れ
る
こ
と
は
な
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泥
棒
陰
士
　
国

「陰
士
」
は

「隠
士
」
の
も
じ
り

「小
供
の
ち
や
ん
ノ
ヽ
を
二
枚
、
主
人
の
め
り
安
の
股
引
の
中

へ
押
し
込
む
と
、
股
の
あ
た
り

が
丸
く
腫
れ
て
青
大
将
が
蛙
を
飲
ん
だ
様
な
―
―
或
は
青
大
将
の
臨
月
と
云
ふ
方
が
よ
く
形
容

し
得
る
か
も
知
れ
ん
。
兎
に
角
変
な
恰
好
に
な
つ
た
。
　

国

「オ
タ
ン
チ
ン
、
パ
レ
オ
ロ
ガ
ス
と
云
ふ
ん
で
す
。
オ
タ
ン
チ
ン
と
云
ふ
の
が
禿
と
云
ふ
字

で
、
パ
レ
オ
ロ
ガ
ス
が
頭
な
ん
で
せ
う
」

国

「
お
た
ん
ち
ん
」
は
江
戸
の
俗
語
で

「
間
抜
け
」
、
「
パ
レ
オ
ロ
ガ
ス
」
は
東
ロ
ー
マ
帝
国
皇

帝

コ
ン
ス
タ
ン
チ
ン

・
パ
レ
オ
ロ
ガ
ス
。

団
栗
博
士
の
夢
　
四

寒
月
君
は

「
日
夜
団
栗
の
ス
タ
ビ
リ
チ
ー
を
研
究
」
し
て
い
る
。
博
士
に
な
れ
る
か
も
知
れ

な

い
。

鼻
名
を
千
載
に
垂
れ
る
　
四

「美
名
」
と

「鼻
名
」
の
か
け
こ
と
ば
。

大
方
鼻
恋
位
な
所
だ
ぜ
　
四

「大
し
た
恋
ぢ
や
な
か
ら
う
」
と
言

っ
て
い
る
も
の
で

「鼻
先
だ
け
の
恋
」
の
意
で
あ
ろ

ヽ
つ
ノ
。

混
成
猫
旅
団
　
国

日
露
戦
争
中
の
兵
団
の
編
成
を
模
し
た
語
。

鼠
は
旅
順
椀
の
中
で
盛
に
舞
踏
会
を
催
ふ
し
て
居
る
。

「旅
順
椀
」
は

「旅
順
湾
」
の
も
じ
り
。
茶
椀
の
中
で
鼠
が
暴
れ
て
い
る
。

あ
ま
い
と
か
ら
い
と
反
照
す
る
所
な
ん
か
十
七
味
唐
辛
子
調
で
面
白
い
。
　

閃

「十
七
味
調
」
は
俳
句
調
、
「七
味
唐
辛
子
」
を
か
け
て
い
る
。

縣
〔普貝
的
〕皿
ハな
昴
創
　
〔Ｕ

鰹
節
競
争
　
０

蟷
螂
狩
り
　
０

蝉
取
り
運
動
　
０

「鰹
節
競
争
」
以
下
は
猫
の
運
動
で
あ
る
。

一
体
ど
う
云
ふ
心
理
的
状
態
の
生
理
的
器
械
に
及
ぼ
す
影
響
だ
ら
う
。

蝉
が
飛
び
立
つ
時
に
小
便
を
す
る
こ
と
。

田

松
皮
摩
擦
法
　
０

猫
が
蚤
に
た
か
ら
れ
、
松
の
皮
に
体
を
こ
す
り
つ
け
て
そ
の
か
ゆ
さ
を
ま
ぎ
ら
す
方
法
。

裸
体
動
物
　
田

裸
体
の
人
間
。
服
を
着
て
服
装
の
動
物
と
な

っ
た
人
間
が
全
裸
の
人
間
に
出
会
え
ば
、
人
間

と
は
認
め
ず
獣
と
思
う
。

吾
輩
は
淡
泊
を
愛
す
る
茶
人
的
猫
で
あ
る
。
　

０

裸
体
信
者
　
０

ヌ
ー
デ
ィ
ス
ト
。

礼
服
な
る
も
の
は

一
種
の
頓
珍
漢
的
作
用
に
よ
っ
て
、
馬
鹿
と
馬
鹿
の
相
談
か
ら
成
立
し
た
も

の
だ
。
　

０

猿
股
期
、
羽
織
期
、
の
後
に
来
る
の
が
袴
期
で
あ
る
。
　

０

生
意
気
書
生
　
０

主
人
の
両
顎
の
離
合
開
間
の
具
合
を
熱
心
に
研
究
し
て
居
る
。
　

０

威
嚇
性
大
音
声

【

野
蛮
的
行
動
　
的

多
角
性
の
お
さ
ん
、
お
多
角
　
開

角
ば

っ
た
顔
の
お
さ
ん
。
「
お
多
福
」
を
も
じ

つ
て

「お
多
角
」
。
下
女
の
御
三
の
顔
に
つ
い

て

「丁
度
の
あ
の
河
豚
提
灯
の
様
に
ふ
く
れ
て
居
る
。
あ
ま
り
ふ
く
れ
方
が
残
酷
な
の
で
眼

は
両
方
共
紛
失
し
て
居
る
。
（中
略
）
御
三
と
く
る
と
、
元
来

の
骨
格
が
多
角
性
で
あ

つ

て
、
其
骨
格
通
り
に
ふ
く
れ
上
が
る
の
だ
か
ら
、
丸
で
水
気
に
な
や
ん
で
居
る
六
角
時
計
の

様
な
も
の
だ
」
閉
と
評
し
て
い
る
。

こ
の
お
さ
ん
は
声
盲
な
の
だ
ら
う
　
問

空
腹
の
吾
輩
は
朝
食
を
催
促
し
て
い
ろ
い
ろ
泣
き
た
て
て
い
る
が
、
お
さ
ん
に
全
く
反
応
が

な
い
の
で
、
猫
の
声
だ
け
聞

」ゝえ
な
い

「声
盲
」
な
の
だ
ろ
う
と
思
う
。

（主
人
は
）
逆
上
的
敏
腕
を
大
に
振

つ
て
居
る
積
も
り
で
あ
る
。
　

因

こ
ん
な
幸
福
を
豚
的
幸
福
と
名
づ
け
る
の
だ
さ
う
だ
。
　

ω
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生
ま
れ
付
い
て
の
野
猪
的
本
領
が
直
ち
に
全
面
を
暴
露
し
来
る
。
　

０

生
ま
れ
つ
き
持
っ
て
い
る
い
の
し
し
的
な
本
質
が
直
ち
に
全
面
的
に
あ
ら
わ
れ
る
。

云
は
ゞ
胡
魔
化
し
性
表
情
で
　
０

交
際
の
た
め
に
涙
を
流
し
た
り
、
気
の
毒
が
る
顔
を
作
っ
て
み
せ
た
り
す
る
こ
と
。

君
の
は
ヱ
ル
テ
ル
丈
あ
つ
て
、
ブ
イ
オ
リ
ン
療
病
だ
。
　

０

い
つ
の
間
に
秘
密
結
婚
を
や
つ
た
の
か
ね
。
　

０

あ
の
表
情
は
超
絶
的
曲
線
で
到
底
普
通
の
フ
ア
ン
ク
シ
ョ
ン
で
は
あ
ら
は
せ
な
い
で
す
。

呵
営
∽ｏ①己
８
［２
８
「お

の
訳
語
。
「超
越
曲
線
」
と
訳
さ
れ
て
い
る
。

問

主
人
は
娘
の
教
育
に
関
し
て
は
絶
対
的
放
任
主
義
を
執
る
積
も
り
と
見
え
る
。
　

０

今
に
三
人
が
海
老
茶
式
部
か
鼠
式
部
か
に
な
つ
て
、
三
人
と
も
申
し
合
わ
せ
た
様
に
情
夫
を
こ

し
ら
へ
て
出
奔
し
て
も
　
０

「海
老
茶
式
部
」
は
海
老
茶
色
の
袴
を
は
く
こ
と
か
ら
、
女
学
生
。
「鼠
式
部
」
は
そ
の
も
じ

ま
る
で
蒟
蒻
閣
魔
ね
　
０

一
夫
多
妻
主
義
　
０

軽
便
信
用
だ
ね
　
０

以
上
に
挙
げ
た
漱
石
が
創
案
し
た
か
と
思
わ
れ
る
語
結
合

（連
語
）
、
複
合
語
の
類
は
、
滑
稽

文
を
支
え
る
ユ
ー
モ
ア
の
セ
ン
ス
と
サ
タ
イ
ア

（風
刺
）
を
感
じ
さ
せ
る
。

造
語
法
と
し
て
は
、

語
結
合
方
式
―
―
生
意
気
書
生
、
空
也
餅
引
掛
所
、
泥
棒
陰
士
、
混
成
猫
旅
団
、
蒟
蒻
閣
魔
、

秘
密
結
婚
、
松
皮
摩
擦
法
、
裸
体
動
物
、
正
月
野
郎
、
団
栗
博
士
、
猿
股

期
、
蟷
螂
狩
り
、
蝉
取
り
運
動
、
軽
便
信
用

王
義
―
―
同
盟
敬
遠
主
義
、
極
楽
主
義
、
三
角
主
義
、
絶
対
的
放
任
主
義
、　
一
夫
多
妻

主
義

先
生
―
―
後
架
先
生
、
牡
蠣
先
生

式
部
―
―
鼠
式
部

性
　
―
―
神
経
胃
弱
性
の
主
人
、
胡
魔
化
し
性
表
情
、
多
角
性
の
お
さ
ん
、
威
嚇
性
大

立
日
士戸

的
　
―
―
滑
稽
的
美
感
、
牡
蠣
的
主
人
、
懸
賞
的
興
奮
剤
、
生
理
的
器
械
、
野
春
的
行

動
、
逆
上
的
敏
腕
、
豚
的
幸
福
、
野
猪
的
本
領
、
超
絶
的
曲
線
、
絶
対
的
放

任
主
義
、
茶
人
的
猫

こ
れ
ら
を
眺
め
て
み
る
と
、
現
代
作
家
の
井
上
ひ
さ
し
や
椎
名
誠
ら
の
作
品
に
見
ら
れ
る
ユ
ー

モ
ラ
ス
な
複
合
語
の
先
樅
と
い
う
感
じ
が
す
る
。

一二

『猫
』
を
彩

る
饒
舌
な
表
現
―
―

語
句

の
列
挙
、
反
覆
方
式

『猫
』
の
表
現
的
特
色
と
し
て
漱
石
の
饒
舌
と
も
言
う
べ
き
表
現
が
あ
る
。
押
さ
え
き
れ
な
い

表
現
欲
、
持
ち
あ
わ
せ
て
い
る
該
博
な
知
識
と
教
養
を
残
り
な
く
注
ぎ
こ
ん
だ
街
学
的
と
も
見
え

る
表
現
、
そ
れ
ら
が

『猫
』
の
写
生
文
、
滑
稽
文
を
彩
っ
て
い
る
。

セ
ン
テ
ン
ス
と
し
て
、
そ
の
構
文
を
見
る
と
、
く
ど
い
ま
で
に
類
似
語
、
反
対
語
な
ど
を
並
べ

る
こ
と
に
よ

っ
て
、
修
飾
語
の
並
列
表
現
、
述
語
の
並
列
表
現
を
生
み
出
し
て
い
る
。

人
の
許
諾
を
経
ず
し
て
吾
妻
橋
事
件
杯
を
至
る
所
に
振
り
廻
は
す
以
上
は
、
人
の
軒
下
に
大
を

ご
ろ
つ
き
書
生
、
日
雇
婆
、
産
婆
、
妖
婆
、
按
摩
、
頓
馬
に
至
る
迄
を
使
用
し
て
国
家
有
用
の

材
に
煩
を
及
ぼ
し
て
顧
み
ざ
る
以
上
は
―
―
猫
に
も
覚
悟
が
あ
る
。
　

０

こ
の
構
文
は
次
の
よ
う
に
な
る
。
リ
フ
レ
イ
ン
の
よ
う
に

〔―
―
以
上
は
〕
が
く
り
返
さ
れ

Ｚ

θ

。

以
上
は

以
上
は

以
上
は

猫
に
も
覚
悟
が
あ
る
。

Ｂ
の
大
は
ス
パ
イ
。

Ｃ
の
単
語
は
連
想
ゲ
ー
ム
式
に
配
列
さ
れ
て
い
る
。
車
夫
、
馬
丁
か
ら
無
頓
漢
↓
ご
ろ
つ
き
書

生
、
そ
し
て
日
雇
を
転
機
に
日
雇
婆
か
ら
産
婆
、
妖
婆
、
按
摩
か
ら
頓
馬
と
語
呂
合
わ
せ
と
な

り
、
話
の
筋
と
は
関
係
な
い
駄
洒
落
と
な

っ
て
い
る
。

こ
う
し
た
列
挙
型
を
語
句
、
語
に
わ
た

つ
て
用
い
、
し

つ
こ
い
ま
で
に
く
り
か
え
す

の
が

『猫
』
の

一
つ
の
表
現
的
特
色
で
あ
る
。

C B A

車
夫

馬
丁

缶

頼
俣
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運
動
を
し
ろ
の
、
牛
乳
を
飲
め
の
、
冷
水
を
あ
び
ろ
の
、
海
の
中
へ
飛
び
込
め
の
、
夏
に
な
つ

た
ら
山
の
中

へ
籠

つ
て
当
分
霞
を
食

へ
の
と
く
だ
ら
ぬ
注
文
を
連
発
す
る
様
に
な
つ
た
の
は
、

西
洋
か
ら
神
国

へ
伝
染
し
た
軌
近
の
病
気
で
、
矢
張
リ
ペ
ス
ト
、
肺
病
、
神
経
衰
弱
の

一
族
と

心
得
て
い
ゝ
位
だ
。
　

０

「運
動
を
し
ろ
の
」
以
下

「命
令
形
＋
の
」
の
形
式
を
連
ね
て
い
る
。

吾
輩
は
猫
だ
け
れ
ど
、
エ
ピ
ク
テ
タ
ス
を
読
ん
で
机
の
上
へ
叩
き
つ
け
る
位
な
学
者
の
家
に
奇

遇
す
る
猫
で
、
世
間

一
般
の
痴
猫
、
愚
猫
と
は
少
し
く
撰
を
殊
に
し
て
居
る
。
　

国

「痴
猫
、
愚
猫
」
は
同
義
語
の
重
ね
。

暮
の
額
に
は
夜
行
の
明
珠
が
あ
る
と
云
ふ
が
、
吾
輩
の
尻
尾
に
は
神
祗
　
釈
教
　
亦
心　
無
常
は

無
論
の
事
満
天
下
の
人
間
を
馬
鹿
に
す
る

一
家
相
伝
の
妙
薬
が
詰
め
込
ん
で
あ
る
。
　

国

「神
祗
釈
教
恋
無
常
」
は
神

・
仏

・
恋

ｏ
死
で
人
生
万
般
。

来
る
と
自
分
を
恋
つ
て
居
る
女
が
有
り
さ
う
な
、
無
さ
さ
う
な
、
世
の
中
が
面
白
さ
う
な
、
語

ら
な
さ
う
な
、
凄
い
様
な
、
艶

つ
ぽ
い
様
な
文
句
許
り
並
べ
て
は
帰
る
。
　

０

熱
い
ノ
ヽ
と
云
ふ
声
が
吾
輩
の
耳
を
貫
い
て
左
右

へ
抜
け
る
様
に
頭
の
中
で
乱
れ
合
ふ
。
其
声

に
は
黄
な
の
も
、
青
い
の
も
、
赤

い
の
も
、
黒
い
の
も
あ
る
が
互
に
畳
な
り
か

ゝ
つ
て

一
種
名

状
す
べ
か
ら
ざ
る
音
響
を
浴
場
内
に
張
ら
す
。
　

０

色
の
羅
列
で
あ

っ
て

「黄
色

い
声
」
と

い
う
形
容
は
あ
る
が

コ
ロ
い
声
」
「赤

い
声
」
「黒

い

声
」
は
な
い
。
漱
石
の
色
合
わ
せ
の
洒
落
で
あ
る
。

（猫
の
社
会
で
は
）
日
付
で
も
、
鼻
付
で
も
、
毛
並
で
も
、
足
並
で
も
、
み
ん
な
違
ふ
。
髯
の

張
り
具
合
か
ら
耳
の
立
ち
按
排
、
尻
尾
の
垂
れ
加
減
に
至
る
迄
同
じ
も
の
は

一
つ
も
な
い
。
器

量
、
不
器
量
、
好
き
嫌
ひ
、
粋
無
粋
の
数
を
悉
く
し
て
千
差
万
別
と
云

つ
て
も
差
支

へ
な
い
位

で
あ
る
。
　

０

１
１
で
も
、
―
―
で
も
、
―
―
で
も
　
の
同
語
並
列
型
。
目
付
、
鼻
付
、
毛
並
、
足
並
は
語

末
語
の
反
覆
型
。

―
―
具
合
、
―
―
按
排
、
―
―
加
減
　
の
同
義
語
重
ね
型
。

器
量
不
器
量
な
ど
反
対
語
セ
ッ
ト
型
。

其
う
ち
に
総
身
の
毛
穴
が
急
に
あ
い
て
、
焼
酎
を
吹
き
か
け
た
毛
肛
の
様
に
、
勇
気
、
胆
力
、

分
別
、
沈
着
杯
と
号
す
る
御
客
様
が
す
う
ノ
ヽ
と
蒸
発
し
て
行
く
。
心
臓
が
肋
骨
の
下
で
ス

テ
ゝ
コ
を
踊
り
出
す
。
両
足
が
紙
鳶
の
う
な
り
の
様
に
震
動
を
は
じ
め
る
。
　

０

勇
気

・
胆
力

・
分
別

・
沈
着
は
列
挙
法

天
埠
院
様
の
御
祐
筆
の
妹
の
御
嫁
に
行

っ
た
先
き
の
御

つ
か
さ
ん
の
甥
の
娘
　
国

「
の
」
の
連
結
、
修
飾
さ
れ
て
い
る
が
、
列
挙
さ
れ
て
い
る
関
係
が
明
確
に
は
わ
か
ら
な

い
。
『猫
』
で
有
名
な
系
図
書
き
で
あ
る
。
翼
叩
る
所
天
埠
院
様
の
何
に
な
る
ん
で
す
か
」
を

聞
か
ざ
る
を
え
な
い
類
の
も
の
。

〔類
語
の
連
想
的
列
挙
〕

連
想
に
よ

っ
て
類
語
を
列
挙
し
た
よ
う
な
表
現

暮
、
戦
死
、
老
衰
、
無
常
迅
速

杯
と
云
ふ
奴
が
頭
の
中
を
ぐ
る
ノ
ヽ
駆
け
廻
る
。
　

国

敢
て
同
族
を
軽
蔑
す
る
次
第
で
は
な
い
。
只
性
情
の
近
き
所
向

つ
て

一
身
の
安
き
を
置
く
の
は

勢
の
然
ら
し
む
る
所
で
、
之
を
変
心
と
か
、
軽
薄
と
か
、
一暴
切
り
と
か
評
せ
ら
れ
て
は
些
と
迷

惑
す
る
。
　

国

吹
き
払
ひ
、
吹
き
通
し
、
抜
う
ら
、
通
行
御
免
、
天
下
晴
れ
て
の
空
地
で
あ
る
。
　

因

主
人
の
家
に
あ
ら
ゆ
る
塀
、
垣
、
乃
至
は
乱
杭
、
逆
茂
木
の
類
は
全
く
不
要
で
あ
る
。
　

因

「乱
杭
、
逆
茂
木
」
は
昔
、
城
の
防
備
と
し
て
敵
の
侵
入
に
備
え
た
も
の
。
大
袈
裟
な
表
現

が
ユ
ー
モ
ラ
ス
で
あ
る
。

（迷
亭
は
）
心
配
、
遠
慮
、
気
兼
、
苦
労
、
を
生
ま
れ
る
時
ど
こ
か

へ
振
り
落
し
た
男
で
あ

る
。
　

国

だ
か
ら
探
偵
と
い
う
奴
は
ス
リ
、
泥
棒
、
強
盗
の

一
族
で
到
底
人
の
風
上
に
置
け
る
も
の
で
は

な
い
。
　

０

所
謂
洗
場
は
鼻
の
先
、

こ
ん
な
、
し
つ
こ
い
、

〔句
末
語
句
の
反
覆
〕

〔―
―
―
如
く
、
―
―
―
如
く
、

如
く
〕
型

猫
の
足
は
あ
れ
ど
も
無
き
が
如
し
、

を
踏
む
が
如
く
、
雲
を
行
く
如
く

ど
こ
を
歩
い
て
も
不
器
用
な
音
の
し
た
試
し
が
な
い
。
空

水
中
に
碧
を
打

つ
が
如
く
、
洞
裏
に
意
を
鼓
す
る
が
如

ヨ羽
顔
の
前
に
ぶ
ら
つ
い
て
居
る
。
　

０

ね
ち
ね
ち
し
た
、
執
念
深
い
奴
は
大
嫌
い
だ
。
　

０
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く
、
醍
醐
の
妙
味
を
嘗
め
て
言
詮
の
外
に
冷
暖
を
自
知
す
る
が
如
し
。
　

国

形
体
以
外
の
活
動
を
見
る
能
は
ざ
る
者
に
向

つ
て
己
霊
の
光
輝
を
見
よ
と
強
ゆ
る
は
、
坊
主

に
髪
を
結
え
と
逼
る
が
如
く
、
鮪
に
演
説
を
し
て
見
ろ
と
云
ふ
が
如
く
、
電
鉄
に
脱
線
を
要

求
す
る
が
如
く
、
主
人
に
辞
職
を
勧
告
す
る
如
く
、
三
平
に
金
の
事
を
考

へ
る
な
と
云
ふ
洲

ご
と
き
も
の
で
あ
る
。
　

国

蒲
鉾
の
種
が
山
芋
で
あ
る
如
く
、
観
音
の
像
が

一
寸
八
分
の
朽
木
で
あ
る
如
く
、
鴨
南
蛮
の
材

料
が
烏
で
あ
る
如
く
、
下
宿
屋
の
牛
鍋
が
馬
肉
で
あ
る
如
く
、
イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
も
実
は

逆
上
で
あ
る
。
　

因

〔語
末
字
の
反
覆
〕

Ｔ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
然
、
‐―
―
―
然
、
‐―
―
―
然
〕
型

其
由
来
を
案
ず
る
と
何
も
無
理
矢
理
に
、
出
鱈
目
に
、
偶
然
に
　
漫
然
に
持
ち
上
が
つ
た
事
実

で
は
決
し
て
な
い
。
　

０

今
迄
静
ま
り
返

つ
て
居
た
や
か
ら
が
紛
然
　
雑
然
　
揉
然
と
し
て
恰
も

コ
ン
ノ
ー
ト
殿
下
歓
迎

の
当
時
に
於
け
る
都
人
士
狂
乱
の
態
度
を
以
て
脳
裏
を
か
け
廻
る
。
　

０

倫
理
の
講
義
を
き

い
て
に
や
ノ
ヽ
し
て
居
た
主
人
は
奮
然
と
し
て
立
ち
上
が

っ
た
。
猛
然
と
し

て
駆
け
出
し
た
。
驀
然
と
し
て
敵
の

一
人
を
生
捕

つ
た
。
　

因

「奮
然
」
「
猛
然
」
「驀
然
」
と
語
呂
合
わ
せ
を
し
て
い
る
。

〔―
―
―
妙
な
る
、
―
―
―
妙
な
る
、
―
―
―
妙
な
る
〕
型

（雪
江
さ
ん
は
）
主
人
が
帰

つ
て
き
て
油
壷
を
抱
り
出
す
や
否
や
忽
ち
死
龍
に
蒸
気
卿
筒
を
注

ぎ
か
け
た
る
如
く
、
勃
然
と
し
て
其
深
奥
に
し
て
窺
知
す
べ
か
ら
ざ
る
、
巧
妙
な
る
、
美
妙
な

る
、
奇
妙
な
る
、
霊
妙
な
重
麗
質
を
、
惜
気
も
な
く
発
揚
し
了
つ
た
。
　

問

コ
麗
質
」
の
修
飾
語
と
し
て

「―
―
―
妙
な
る
」
と
い
う
構
造
の
語
を
四
つ
重
ね
て
い
る
。

〔―
―
―
み
、
―
―
―
み
、
―
―
―
み
〕
型

ひ
も
じ
い
時
の
神
頼
み
、
貧
の
ぬ
す
み
に
恋
の
ふ
み
と
云
ふ
位
だ
か
ら
　
問

「神
頼
み
」
「貧
の
ぬ
す
み
」
慕
心
の
ふ
み
」
と
韻
を
踏
ん
で
い
る
。
「ひ
も
じ
い
時
の
神
頼

み
」
は

「苦
し
い
時
の
神
頼
み
」
の
も
じ
り
。

〔語
末
の
語
構
成
要
素

（語
形
式
）
の
反
覆
〕

語
を
形
成
し
て
い
る
語
構
成
要
素
が
語
の
形
と
し
て
認
識
さ
れ
る
も
の
の
反
覆
。

耳
と
尻
尾
は
餅
と
何
等
の
関
係
も
な
い
。
要
す
る
に
振
り
損
の
、
立
て
損
の
、
寝
か
し
損
で
あ

る
と
気
が
付
い
た
か
ら
や
め
に
し
た
。
　

国

寒
月
で
も
、
水
月
で
も
知
ら
な
い
い
ん
だ
よ
―
―
大
嫌
ひ
だ
わ
　
国

桂
月
だ

つ
て
梅
月
だ
つ
て
、
苦
し
い
思
い
を
し
て
酒
を
飲
め
な
ん
て
余
計
な
事
で
す
ね
　
田

娘
は
―
―

（中
略
）―
―
ま
づ
着
倒
れ
か
、
食
ひ
倒
れ
、
若
く
呑
ん
だ
く
れ
の
類
だ
ら
う
。
よ
も

や
恋
ひ
倒
れ
に
は
な
る
ま
い
。
こ
と
に
よ
る
と
卒
塔
婆
小
町
の
様
に
行
き
倒
れ
に
な
る
か
も
知

れ
な
い
　
０

電
猫
』
の
尻
取
り
文
〕

漱
石
の
文
と

い
え
ば
、
尻
取
り
文
が
有
名
で
あ
る
。
「尻
取
り
文
」
と
は
、
言
語
学
者
で
文
体

論
学
者
で
あ

っ
た
小
林
英
夫
の
命
名
し
た
も
の
で
あ
る
が

（『文
体
論
の
建
ユ屋

一
九
四
三
年
）、
小

林
の
あ
げ
た
典
型
的
な
も
の
は
、
「草
枕
」
の
冒
頭
に
あ
る
、
次
の
文
で
あ
る
。

人
の
世
を
作
つ
た
も
の
は
神
で
も
な
け
れ
ば
鬼
で
も
な
い
。
矢
張
り
向
ふ
三
軒
両
隣
り
に

ち
ら
ノ
ヽ
す
る
唯
の
人
で
あ
る
。
唯
の
人
が
作
つ
た
人
の
世
が
住
み
に
く
い
か
ら
と
て
、
越

す
国
は
あ
る
ま
い
。
あ
れ
ば
人
で
な
し
の
国
へ
行
く
許
り
だ
。
人
で
な
し
の
国
は
人
の
世
よ

り
も
猶
住
み
に
く
い
か
ら
う
。

同
様
の
文
は
、
既
に

『猫
』
に
も
あ
る
。

―
―
是
が
主
人
の
髪
を
長
く
す
る
理
由
で
、
髪
を
長
く
す
る
の
が
、
彼
の
髪
を
わ
け
る
源
因

で
、
其
源
因
が
鏡
を
見
る
訳
で
、
其
鏡
が
風
呂
場
に
あ
る
所
以
で
、
而
し
て
其
鏡
が

一
つ
し

か
な
い
と
云
ふ
事
実
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『猫
』
九

世
に
住
め
ば
割
引
矧
引
ｏ
割
引
矧
川

の
は
嬉
し
い
が
田
―こ‐
田
―こ―
危
険
が
多
く
て
、
田
―こ―
田
‐こ―

油
断
が
な
ら
な
く
な
る
。
狡
猾
に
な
る
の
も
卑
劣
に
な
る
の
も
表
裏
二
枚
合
せ
の
護
身
服
を

着
け
る
の
も
皆
事
を
知
る
の
結
果
で
あ
つ
て
、
事
を
知
る
の
は
年
を
取
る
の
罪
で
あ
る
。
老

人
に
稼
な
も
の
が
居
な
い
の
は
此
理
だ
な
　
国
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先
達
て
ム
ツ
セ
の
脚
本
を
読
ん
だ
ら
其
う
ち
の
人
物
が
羅
馬
の
詩
人
を
引
用
し
て
こ
ん
な
事

を
云
つ
て
居
た
。
―
―
羽
よ
り
軽
い
者
は
塵
で
あ
る
。
塵
よ
り
軽
い
者
は
風
で
あ
る
。
風
よ

り
軽

い
者
は
女
で
あ
る
。
女
よ
り
軽

い
者
は
無
で
あ
る
。
―
―
よ
く
穿

つ
て
る
だ
ら
う
。

『猫
』
六

『漱
石
全
集
第
十
九
巻
』
の

「断
片
二
五
」
に
、
こ
の

〓
ｃ
∽∽Ｓ

の

国
”ひ
■
８

の
英
訳
本
か
ら

の
抜
き
書
き
が
残
さ
れ
て
い
る
。

Ｈ
ｒ
”
く
①
●
ｏ
け
”
Ｑ
Ｏ
Ｃ
σ
け
て
〇
嘔
”
『①
『一”
Ｆ
一
一　
げ
Ｃ
け
て
Ｏ
Ｃ
パ
●
Ｏ
ζ
ヽ
こく
ｒ
”
一
［，
①
ｏ
ｒ
〓
〇
∽
ｏ
Ｏ
ｒ
①
【∽
∽
”
て
ｏ
ダ
≧
一ｒ
［，
①

Ｆ
”
Ｌ
う

ｏ
Ｏ
①
［∽
・　
を
く
ｒ
”
一
日」
一”
Ｆ
一①
【
一Ｆ
”
●
　
”
』①
”
〔ｒ
①
〔
↓
―
Ｉ
Ｑ
暉
∽，
　
Ｆ
一
”
ｒ
（①
『
〔Ｆ
”
●
　
Ｏ
Ｃ
∽一↓
―
―
ダ
ュ
●
Ｑ
・　
】」
】”
ｒ
一①
『

一Ｆ
”
●
ダ
ユ
●
Ｑ
や
―
―
≦
〇ヽ
日
”
●
・
Ｈｋ【”
ｒ
一①
【
［Ｆ
”
●
邁
〇
ヨ
”
●
↓
―
―
●
ｏ
［ｒ
”●
”
・

四
　
『猫
』
に
お
け
る
漱
石
独
自
の
比
喩

『猫
』
は
、
執
筆
時
点
に
於
て
、
漱
石
の
持

っ
て
い
た
知
識
、
教
養
を
生
か
し
て
作
中
に
注
ぎ

こ
ん
だ
も
の
で
あ

っ
た
。
中
に
は
、
「御
前
世
界
で

一
番
長
い
字
を
知

つ
て
い
る
か
」
と
ｏＦ
”ｏ
ヨ
？

Ｆ
∽”８
８
喜
ａ
Ｄ
一３
①【”ｓ

（ギ
リ
シ
ア
語
。
古
代
の
ア
リ
ス
ト
フ
ァ
ネ
ス
の
喜
劇

「蜂
」
に
あ
る
言

葉
で

「古
臭
く
甘

っ
た
る
い
プ
リ
ュ
ニ
コ
ス
の
シ
ド
ン
の
歌
の
よ
う
な
」
と

い
う
意
味
。
『漱
石

全
集
第

一
巻
』
注
解
）
「長
く
書
く
と
六
寸
三
分
位
に
か
け
る
」
と
い
う
の
が
あ
る
。
ま
た
、
そ

の
前
に
、
細
君
に
猫
の
頭
を
叩
か
せ
て
、
「今
鳴

い
た
、
に
や
あ
と
云
ふ
声
は
感
投
詞
か
、
副
詞

か
」
と
問
い
か
け
る
。
主
人
は
今
度
は
大
声
で

「お
い
」
と
呼
び
か
け
、
「は
い
」
と
細
君
が
返

事
を
す
る
と
、
「そ
の
は
い
は
感
投
詞
か
副
詞
か
、
ど
つ
ち
だ
」
と
聞
く
。
「そ
ん
な
馬
鹿
げ
た
こ

と
は
ど
う
で
も

い
い
ぢ
や
あ
り
ま
せ
ん
か
」
と
細
君
に
言
わ
れ
る
と
、
「
い
い
も
の
か
。
是
が
現

に
国
語
家
の
頭
脳
を
支
配
し
て
居
る
大
問
題
だ
」
「あ
ら
ま
あ
、
猫
の
鳴
き
声
が
で
す
か
。
い
や

な
事
ね
え
。
だ

つ
て
、
猫
の
鳴
き
声
は
日
本
語
ぢ
や
な

い
ぢ
や
あ
り
ま
せ
ん
か
」
「夫
だ
か
ら

さ
。
そ
れ
が
六
づ
か
し
い
問
題
な
ん
だ
よ
。
比
較
研
究
と
云
ふ
ん
だ
」
「さ
う
」
と
細
君
は
利
口

だ
か
ら
、
こ
ん
な
馬
鹿
な
問
題
に
は
関
係
し
な
い
。
０
　
と
切

っ
て
捨
て
る
。

こ
う
し
た
言
語
に
関
す
る
問
題
な
ど
は
、
漱
石
の
街
学
趣
味
と
で
も
い
う
べ
き
も
の
で
、
蛇
足

の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

さ
て
、
比
喩
は
常
套
的
な
表
現
も
多

い
が
、
作
家
の
個
性
を
発
揮
で
き
る
表
現
法
で
あ
る
。

『猫
』
の
比
喩
を
見
る
と
、
ま
ず
直
喩
か
ら
見
て
み
よ
う
。
漱
石
ら
し
い
も
の
が
す
ぐ
挙
げ
ら

れ
る
。

彼
は
性
の
悪
い
牡
蠣
の
如
く
、
書
斎
に
吸
い
付
居
て
、
嘗
て
外
界
に
向

つ
て
口
を
開
い
た
事
が

な
い
。
　

０

牡
蠣
を
沈
黙
の
象
徴
に
用
い
る
の
は
英
語
的
で
あ
る
。

顔
を
洗
ふ
た
ん
び
に
鶴
鳥
が
絞
め
殺
さ
れ
る
様
な
声
を
出
す
人
で
御
座
ん
す
　
国

端
鳥
は
英
語
で
は
、
と
ん
ま
の
代
名
詞
に
用
い
ら
れ
る
。

総
身
の
活
気
が

一
度
に
ス
ト
ラ
イ
キ
を
起
し
た
様
に
元
気
が
に
は
か
に
減
入
っ
て
仕
舞
ひ
ま
し

て
　
０

西
洋
洗
濯
屋
の
シ
ャ
ツ
の
よ
う
に
女
が
ぶ
ら
下
つ
た
と
見
れ
ば
好
い
ん
だ
ろ
う
　
国

テ
レ
マ
カ
ス
が
ペ
ネ
ロ
ピ
ー
の
十
二
人
の
侍
女
を
絞
殺
し
た
方
法
に
つ
い
て
寒
月
君
が
演
説

を
し
た
の
に
対
す
る
迷
亭
の
相
槌
。

十
九
世
紀
で
売
れ
残
つ
て
、
二
十
世
紀
で
店
曝
し
に
逢
ふ
と
云
ふ
相
だ
　
国

「相
」
は
人
相
。

か
の
御
母
堂

層
ぼ
ど
こ
へ
出
し
て
も
恥
づ
か
し
か
ら
ぬ
鼻
―
―
鞍
馬
山
で
展
覧
会
が
あ

つ
て

も
恐
ら
く

一
等
賞
だ
ら
う
と
思
は
れ
る
位
な
鼻
を
所
有
し
て
入
ら
せ
ら
れ
ま
す
。
　

０

『御
母
堂
』
は
金
田
夫
人
鼻
子
。
「鞍
馬
山
で
展
覧
会
」
は
、
鞍
馬
山
の
天
狗
と
鼻
く
ら
べ
を

さ
せ
て
も
の
意
。

シ
ー
ザ
ー
の
鼻
を
鋏
で
ち
よ
ん
切
つ
て
、
当
家
の
猫
の
顔

へ
安
置
し
た
ら
ど
ん
な
者
で
御
座
い

ま
せ
う
か
。
喩

へ
に
も
猫
の
額
と
云
ふ
位
な
地
面
に
英
雄
の
鼻
柱
が
突
死
と
し
て
答
え
た
ら
、

碁
盤
の
上

へ
奈
良
の
大
仏
を
据

へ
付
け
た
様
な
も
の
で
、
少
し
く
比
例
を
失
す
る
の
極
、
其
美

的
価
値
を
落
す
事
だ
ら
う
と
思
ひ
ま
す
。
　

０

こ
れ
ら
鼻
の
比
喩
は
笑
い
を
醸
し
出
す
も
の
で
あ
る
。

結
論
の
な
い
演
説
は
、
デ
ザ
ー
ト
の
な
い
西
洋
料
理
の
様
な
も
の
だ
。
　

国

丸
い
小
桶
が
三
角
形
即
ち
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
の
如
く
積
み
重
ね
て
あ
る
　
０

そ
こ
で
ハ
ン
ニ
バ
ル
は
此
大
き
な
岩
へ
酢
を
か
け
て
火
を
焚
居
て
、
柔
か
に
し
て
置
い
て
、
夫

か
ら
鋸
で
こ
の
大
岩
を
蒲
鉾
の
様
に
切
つ
て
滞
り
な
く
通
行
を
し
た
さ
う
だ
　
０

彼
等
は
水
草
を
追
ふ
て
居
を
変
ず
る
沙
漠
の
住
民
の
如
く
、
桐
の
本
を
去

つ
て
桧
の
方
に
進
ん
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で
来
た
　
因

も
し
木
戸
か
ら
迂
回
し
て
敵
地
を
突
か
う
と
す
れ
ば
、
足
音
を
聞
き

つ
け
て
、
ぽ
か
リ
ノ
ヽ
と

い
レ
Ｌ
防
ド
ー
ー
‐
‐
‐
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

捉
ま
る
前
に
向
ふ
側

へ
下
り
て
仕
舞
ふ
。

艦
胸
暦
が
ひ
な
た
ぼ

つ
こ
を
し
て
居
る
所

へ
密
猟

船
が
向

つ
た
様
な
者
だ
。
　

因

右
の
二
つ
は
、
苦
沙
弥
の
庭
に
落
雲
館
の
中
学
生
が
入
つ
て
来
て
い
る
様
子
と
そ
れ
を
捕
ま

え
よ
う
と
す
る
様
子
の
形
容
。

「
川
嘲
州
酬
洲
翻
刻
「
副
引
引
剰
翻
劉
「
剤
創
洲
細
日
倒
引
倒
ｑ
ｑ
、
親
が
生
ん
で
く
れ
た
顔
を

大
な
し
に
し
て
仕
舞

っ
た
。
　

開

「
ラ
ブ
」
は

ご
お

で
溶
岩
。
「あ
ば
た
面
」
の
こ
と
。
漱
石
は
自
身
の
あ
ば
た
面
を
気
に
し

て
い
た
。

此
両
者

（細
君
と
掃
除
）
の
関
係
は
形
番
繋
珊
彗
貢
ツ
貧
嬰
に
於
る
名
辞
の
如
く
其
内
容
の
如
何

に
か

ヽ
は
ら
ず
結
合
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
ら
う
。
　

問

こ
れ
ら
の
比
喩

（直
喩
）
は
、
西
洋
的
近
代
的
な
内
容
、
表
現
を
持

つ
も
の
で
、
『猫
』
に
お

け
る
、
漱
石
創
案
の
比
喩
と
考
え
ら
れ
る
。

次
に
、

主
人
は
禅
坊
主
が
大
燈
国
師
の
遺
誠
を
読
む
様
な
声
を
出
し
て
読
み
始
め
る
。

迷
亭
先
生
は
例
の
如
く
空
々
と
し
て
偶
然
童
子
の
如
く
舞
ひ
込
ん
で
来
た
。

鉄
拐
仙
人
が
軍
鶏
の
蹴
合
ひ
を
見
る
様
な
顔
を
し
て
平
気
で
聞
居
て
居
る
。

(司

鉄
拐
仙
人

（中
国
随
代
の
仙
人
）
は
画
題
と
さ
れ
る
。

か
う
云
ふ
好
材
料
を
得
様
と
は
全
く
思
ひ
掛
け
な
ん
だ
。
御
彼
岸
に
御
寺
詣
り
と
し
て
偶
然
方

丈
で
牡
丹
餅
の
御
馳
走
に
な
る
様
な
者
だ
。
　

四

上
を
仰
ぐ
と
真
黒
な
煤
が
ラ
ン
プ
の
光
で
輝
や
居
て
、
地
獄
を
裏
返
し
に
釣
る
し
た
如
く
、　
一

寸
吾
輩
の
手
際
で
は
上
る
事
も
、
下
る
事
も
出
来
ん
。
　

国

京
都
の
黒
谷
で
参
詣
人
が
蓮
生
坊
の
太
刀
を
戴
く
様
な
か
た
で
、
苦
沙
弥
先
生
し
ば
ら
く
持

つ

て
ゐ
た
が
　
開

迷
亭
の
古
風
な
伯
父
が
常
に
持
ち
歩
く
甲

計
り
を
苦
沙
弥
が
手
に
取

っ
て
見
て
い
た
の
で

あ

る
。

他
は
仏
教
に
関
係
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
も
漱
石
の
創
案

鼻
丈
は
無
暗
に
大
き
い
。
人
の
鼻
を
盗
ん
で
来
て
顔
の
真
中
へ
据
ゑ
付
け
た
様
に
見
え
る
。
三

州
目
「
副
刷
翻
醐
剛
鋼
司
ｕ
ｑ
割
副
冽
剥
η
コ
劃
洲
国
倒
ｑ
圏
刊
ｄ
測
劇
刻
劉
劇
「
創
利
州
側
整
然
と

ぴ
か
ノ
ヽ
し
て
居
る
。
　
国

翻

劉

躙

ロ

ヨ

捌

翻

劉

劇

引

倒

劃

引

刷

ヨ

引

綱

到

川

目

∃

側

潮

目

倒

側

引

綱

ｑ

調

認

∃

測

創

副

刊

国

創

倒

劃

同

刷

引

日

怪
ま
る
ゝ
位
平
坦
な
顔
で
あ
る
。
　
四

長

い
比
喩

洲
刑
ｄ
、
コ
劉
ｇ
劉
剰
輛
淵
Я
翻
劉
洲
判
引
馴
ｇ
側
翻
渕
召
馴
ｄ
ｏ
　

田

吾
妻
鑑
に
将
軍
源
頼
朝
が
訪
れ
て
き
た
西
行
法
師
に
銀
製
の
猫
を
与
え
た
と
い
う
記
事
が
あ

る
。
西
行
は
そ
の
像
を
門
前
の
童
に
与
え
て
去
っ
た
と
い
う
。

鏡
は
己
惚
の
醸
造
器
で
あ
る
如
く
、
同
時
に
自
慢
の
消
毒
器
で
あ
る
。
　

ω

こ
れ
ら
も
漱
石
の
比
喩

（直
喩
）
で
あ
る
。
ユ
ー
モ
ア
、
サ
タ
イ
ア
に
満
ち
て
い
る
。

比
喩
の
中
で
隠
喩
に
つ
い
て
み
る
と
、
直
喩
に
比
し
て
、
漱
石
の
創
出
し
た
も
の
が
否
か
、
判

断
の
つ
き
に
く
い
も
の
も
あ
る
が
、　
一
応
、
こ
こ
に
は
漱
石
の
独
自
性
を
感
じ
さ
せ
る
も
の
を
挙

げ
た
。

愈
牡
蠣
の
根
性
を
あ
ら
は
し
て
居
る
　
国

主
人
が
書
斎
に
吸
い
付
い
て
外
界
に
口
を
開
か
な
い
性
質
。

餅
は
魔
物
だ
な
。
　

国

雑
煮
に
食

い
つ
い
た
猫
が
も
て
あ
ま
し
て
発
し
た
語
。

仏
蘭
西
や
英
吉
利

へ
行
く
と
随
分
天
明
調
や
万
葉
調
が
食

へ
る
ん
だ
が
。
　

国

「天
明
調
」
は
正
岡
子
規
の
俳
句
革
新
の
理
想
、
「万
葉
調
」
は
子
規
の
短
歌
革
新
の
理
想
。

斬
新
な
料
理
。

日 0

独
り
で
中冨
を
不J

か
し
て
居
る
が

イ可

に
か 鉄
か 拐
わ 仙
る 人
も は
の 画
に 題
ち で
が あ
い る
な が
い    

｀



西田 直敏 三夏目漱石『吾輩は猫である』の表現とレトリック(9)

金
田
邸
は
吾
輩
の
姻
草
で
あ
る
。
　

四

煙
草
は

一
体
み
。　
一
服
。

鈴
木
藤
十
郎
君
の
名
刺
は
臭
い
所

へ
無
期
徒
刑
に
処
せ
ら
れ
る
も
の
と
見
え
る
。
　

四

名
刺
が
便
所
に
捨
て
ら
れ
た
こ
と
。

自
分
の
様
に
出
来
損
ひ
の
本
像
は
仏
師
屋
の
隅
で
虫
が
喰
ふ
迄
白
木
の
侭
薫
つ
て
居
て
も
遺
憾

は
な
い
が
、
是
は
旨
く
仕
上
が
つ
た
と
思
ふ
彫
刻
に
は

一
日
も
早
く
箔
を
塗
つ
て
や
り
た
い
。

四苦
沙
弥
先
生
の
教
え
子
寒
月
―
―
博
士
を
取
り
そ
う
な
秀
才
理
学
士
―
―

へ
の
愛
情
の
こ
も

っ
た
評
。

金
田
某
は
何
だ
い
紙
幣
に
眼
鼻
を

つ
け
た
丈
の
人
間
ぢ
や
な
い
か
。
　

四

金
田
某
は
実
業
家
の
成
功
者
。
夫
人
は
鼻
子
。
苦
沙
弥
家
の
近
所
に
豪
邸
を
構
え
て
い
る
。

迷
亭
の
金
田
某
評
。

奇
警
な
る
語
を
以
て
形
容
す
る
な
ら
ば
彼
は

一
個
の
活
動
紙
幣
に
過
ぎ
ん
の
で
あ
る
。
活
動
紙

幣
の
娘
な
ら
ば
活
動
切
手
位
な
所
だ
ら
う
。
　

四

迷
亭

一
流
の
喩
を
以
て
寒
月
君
を
評
す
れ
ば
彼
は
活
動
図
書
館
で
あ
る
。
智
識
を
以
て
捏
ね
上

げ
た
る
二
十
八

珊

の
弾
丸
で
あ
る
。
　

四

大
学
の
教
師
が
懐
剣
な
ら
リ
ー
ド
ル
の
教
師
は
ま
あ
小
刀
位
な
所
だ
な
。
　

四

主
人
が
生
徒
や
教
師
が
少
々
ぐ
ず
ノ
ヽ
言

っ
て
も
こ
わ
く
な
い
と
強
が
り
を
言

っ
て
、
サ
ン

ト
ブ
ー
ヴ
が
パ
リ
大
学
で
講
義
を
し
た
時
に
不
評
で
、
い
つ
学
生
に
襲
わ
れ
て
も
防
戦
で
き

る
よ
う
に
短
刀
を
用
意
し
て
い
た
と
い
う
話
を
し
た
の
を
迷
亭
が
茶
化
し
た
も
の
。

主
人
に
取

つ
て
は
書
物
は
読
む
者
で
は
な
い
眠
を
誘
ふ
器
械
で
あ
る
。
活
版
の
睡
眠
剤
で
あ

る
。
　

０

二
十
世
紀
の
ア
ダ
ム
で
あ
る
。
　

０

何
し
ろ
女
は
東
西
両
国
を
通
じ
て

一
種
の
装
飾
品
で
あ
る
。
米
春
に
も
な
れ
ん
志
望
兵
に
も
な

れ
な
い
が
、
開
校
式
に
は
欠
く
べ
か
ら
ざ
る
化
装
道
具
で
あ
る
。
　

０

超
人
だ
。

ニ
ー
チ
ェ
の
所
謂
超
人
だ
。
魔
中
の
大
王
だ
。
化
物
の
頭
梁
だ
。
　

０

銭
湯
の
群
象
の
中
か
ら
抜
き
ん
出
た
髯
の
大
男
が
破
れ
鐘
を
つ
く
よ
う
な
声
を
出
し
て

「う

め
ろ
ノ
ヽ
。
魏
ぶ

熱
い
」
と
叫
ん
で
い
る
の
を
見
た
吾
輩

（猫
）
の
印
象
で
あ
る
。

落
雲
館
に
群
が
る
敵
軍
は
近
日
に
至
つ
て

一
種
の
ダ
ム
ダ
ム
弾
を
発
明
し
て
、
十
分
の
休
暇
、

若
し
く
は
放
課
後
に
至
つ
て
熾
ん
に
北
側
の
空
地
に
向

つ
て
砲
火
を
浴
び
せ
か
け
る
。
　

因

落
雲
館
の
中
学
生
が
休
み
時
間
や
放
課
後
に
野
球
、
打
撃
を
行

っ
て
ボ
ー
ル
を
苦
沙
弥
邸
ま

で
と
ば
す
こ
と
。

倫
理
の
先
生
は
丹
波
の
笹
山
を
連
れ
て
表
門
か
ら
落
雲
館

へ
引
き
上
げ
る
。
　

因

「丹
波
の
笹
山
」
は
、
丹
波
笹
山

（篠
山
）
の
山
猿
。
こ
こ
で
は
暴
れ
ん
坊
の
中
学
生
。

迷
亭
が
金
魚
な
な
ら
あ
れ

（苦
沙
弥
）
は
藁
で
括

っ
た
蒟
蒻
だ
ね
。
　

因

心
臓
が
肋
骨
の
下
で
ス
テ
テ
コ
を
踊
り
出
す
。
　

０

「
ス
テ
テ
コ
」
は
ス
テ
テ
コ
踊
り
。
心
臓
の
鼓
動
が
激
し
く
な
る
こ
と
。

以
上
の
ほ
か
、
『猫
』
に
は
、
漱
石
の
論
理
愛
好
癖
、
擬
声
語

・
擬
態
語
愛
好
、
江
戸
語

（江

戸
訛
）
へ
の
愛
着
、
幼
児
語

へ
の
興
味
な
ど
が
見
ら
れ
、
『猫
』
の
表
現
を
多
彩
な
も
の
と
し
て

い
る
。
そ
の
考
察
は
後
日
に
譲
ら
ざ
る
を
え
な
い
。
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The expression and rhetoric of Natsume SOseki's

Wagα ttα J wα 4ιたθグι αr夕 (Iα
“

α Cα′).

NISHIDA Naotoshi

Abstract: Natsume SOseki is the greatcst and most popular novelist of modern Japano He published his first

novel Wagα ttα J"ノα κιたθグι αr夕 in 1905。

SOseki desc五 bed this work as a humorous novel.In this paper,I have tried to analysc his humor and rheto―

ric.To this end,I have pointed out his new and oHginal compounds,such asた αた

'sθ

4sιj(Oystcr_tcacher),

gθた′″た夕sカ タgj(paradisc― ism)and so on.These compounds cause us amusement。

SOscki uses the style of ordinary conversation and strings many words together,as in the foHowing example:

“∫力
`′

イ,bα′θJ,b“
“

Jたα刀,gθ
“

な′たJ― sttθ sθ J,あ″α′θJ― bαbαα,sα
“
わα,ソσbα,ακ

“
α,′θκ

“
α κJJ′αr“

“
αグθ"(“from sta■

to finish a rickshaw― man, stableman, roguc, hooligan― scholar, old charwoman, Πlidwife, witch, massagist,

ass").This pattem of expression is typical of his writing。

SOscki displays striking originality in his silniles and metaphors.

(10)


